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29.移植抗原ーその性状と可溶化について-
渡辺一男(二外)
移植抗原の分離は， マウス H-2抗原において多くの
発表がある。本研究は A/Heマウスの牌リンパ節およ
び Ribose肉腫を用い，均一液調製，超音波処理，低張
食塩溶液洗糠，超遠心操作などを組み合わせて， 6種の
組抗原抽出法を設定し，可溶化を Autolysisで行ない，
純化はゲ、ノレ櫨過法によった。また活性は，免疫細胞溶解
抑制j大喰細胞遊走阻止，二次移植片現象によって測定
し，それらを相互比較検討した。それらの結果，組抗原
の抽出には，均一液化後に低張食塩液で洗携する方法が，
収量，比活性ともに高値を示した。また活性の測定法
においては，大喰細胞遊走阻止による活性が，良く二次
移植片現象によるそれと類似していた。また Ribose肉
腫は組抗原の抽出 Autolysisなどにおいて牌の場合と
同様の性状を示1た。しかし SephadexG-75o G-200 
での溶出にド」があった。可溶化後の抗原は静脈内注入
後の同V/'植皮膚片を，促進性に拒絶し， in .vivoの活
性ヂメした。 
/ 
30.組織適合性抗原に関する研究
神谷定茂(二外)
臓器抗原を分析し，組織適合性因子を検出できるかど
うかを検討する目的で， ヒト臓器でニワトリを免疫し，
産生された液性抗体について検索を試みた。免疫血清を
赤血球および臓器で吸収して，肝特異抗体が産生されて
いるかどうかを検ると， Latex 凝集反応によっても， 
Ouchterlony法によっても，肝特異抗体が産生されて
いることが証明された。また，ある個体の臓器で吸収し
た後の免疫血清と各臓器抽出液との反応を Latex凝集
反応で検すると，凝集反応陽性のものと陰性のものとに
分かれ，同一個体の臓器聞では共通の反応態度を示し
た。続いて，一個人の白血球で吸収した免疫血清とヒト
白血球との反応では，免疫用臓器を採取した遺体より分
離した白血球とのみ陽性の反応を示じた。以上の結果よ
りヒト臓器ニワトリ免疫により，組織適合性抗原に対応
する抗体の産生される可能性を示唆した。 
31.イヌの迷走神経胃壁発射の機能的分類
竹島徹，本間三郎(千大・一生)
イヌの胃壁からの求心性線維は右側頚部迷走神経を 
Ggl.modの末檎で切断し，その末梢側神経束において
機能的単一神経線維に分離した。
右側迷走神経から得られた胃壁感受域は小費から後壁
にあり，幽門前庭部に多い。得られた 20本の求心性線
維は三つのタイプにわけられる。 (1) 胃容量ならびに胃
だ、動を求心する機械的受容器の発射で，前庭部発射に見
られ張力情報を中枢に送る。 (2) 胃容量のみを求心する
機械的受容器の発射で，胃だ動を求心しない。噴門部発
射に見られ伸展情報を中枢に送る。 (3)胃容量の増加に
ただちに相動性に応じて一過性発射を生ずるが，間もな
く減少してしまって，胃容量も胃だ動も求心しない。こ
れは送入塩酸の濃度に対応して緊張性発射を生ずる。こ
れは化学受容からの酸感受発射として，酸情報を中枢に
送るものと考えられる。 
32. フアローの根治手術
西沢直，田宮達男(国立千葉)
国立千葉病院の心臓・大血管手術総数は， .432例， 手
術死亡 25例である。特に小型人工心肺による血液少量
充填法が開発された昭和 42年 3月以降の関心術は， そ
れ以前の死亡率 13%より， 5%に引き下げる好成績を得
た。
症例 1，2才 1カ月男児，右室流出路の漏斗状狭窄は 
0.5xO.5cm2大，AfP比は 2/5程度であった。
症例 2， 9才女児， 2才 2ヵ月時， Blalock手術，右
室流出路は 0.3xO.3cm2の極めて高度な，肺動脈弁下に
達する広範な狭窄で，第 3心室を認めない。 A/P比は 
1/3，心室中隔欠損は 2.5X2.5cm2であった。
症例 3，29才男性，右室流出路は収縮期， lxlcm2， 
拡張期 2x2cm2の漏斗状狭窄，肺動脈弁は 1x 1 cm2の
狭窄であった。
以上のごとくフアローに対する根治術可能な限界は非
常に拡大して，通常の心手術と同じ程度に手術成績は向
上した。 
33. Compact気泡型人工肺の開発
田宮達男，西沢直，郡山春男，伊藤、力，
伊東和人，堀部治男(国立千葉)
充填量削減により同種血症候群の排除と輸血後肝炎の
防止を目標に作製した私どもの compact円板型人工肺
が，臨床成績の著しい向上をもたらしたことはすでに報
告した。
しかし最近では簡便性から disposableの気泡型人工
肺が繁用される趨勢となり，特に米国製 Temptrol肺
は長時間濯流にも使用できることから，円板型に代ろう
としている。しかしこの肺は充填量が大でかつ高価であ
る。ぜそこで充填量が少なくかっ長時間濯流に使用できる
気泡型人工肺の開発を試みた。
種々検討の結果， Temptrolの酸素噴出装置は優れて
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いるが酸化槽に乱流形成の問題があること， Coil型熱
交換器は Temptrolの drim型より遥かに効率の良い
ことなどを明かにした。そこで，酸化槽を中心に除泡
槽， Coil型熱交換器を同心円状に内蔵した人工肺を試
作したが，動物，臨床ともに極めて良い結果をえた。 
Temptr叫よりも充填量が 2 3割少なく，かっ長時間"，  
の使用に堪える。来春市販の予定である。 
34.下肢動静脈疾患の治療経験
横田俊二，本多陸人(幸手病院)
症例 1，55才男性，脱痘症，左足ならびに左全IDI:の脱
痘症で，悪化する一方のため，頚腺摘出術を行ない，左
下肢の循環の改善特に膝嵩動脈の拡張をまって，左足切
断術を併用し，再発を防いだ。
症例 I，82才，男性，右下肢栓塞症，右膝嵩動脈の栓
塞症で，その原因は心房細動を訴える心疾患によるもの
と思われ，全身状態の依復を待って，左下腿切断術施
行，経過良好であった。
症例 III，63才女性，左下肢栓塞症，ブロックを示す
心疾患に依って誘発され，左肢動脈に栓塞症を発生し
た。下肢切断にて一命とりとめた。
症例 IV，66才，男性，左股静脈血栓症左下肢全体か
らうつ血症状著しく，歩行困難であったが，ワーフプリ
ン大量投与にて，股静脈再開通し，姑息的に治ゆした。
症例V，27才，女性，左股静脈血栓症，腰麻にて虫垂
切除術施行した術後 11日自に左下肢に血栓症を併発し
た症状で，バルーンカテーテノレ法で血栓摘出術施行し，
全快した。
症例 VI，63才女性，下肢静脈炎多発性関節炎で 3年
間薬物療法施行された後，その因子により誘発したと思
われた静脈炎で，ワーフプリン大量投与にて治ゆした。 
35.小児悪性腫蕩の放射線治療
大川治夫，恒元博(放医研，病院部)
過去 2年聞に 27例の小児例の放射線治療を行なった。
年間全照射例の約 5%をしめる。小児腫療の放射線治療
法は確立されているとはいい難いが，三つつの問題点が
あげられる。
第 1は照射技術で，固定には発泡ウレタンブロックを
用いてよい固定をえている。短時間に照射を済ませるた
めに線量率，深部率共に 6MevLincacが有利である。
第 2は生長期正常組織の耐容線量について成人とは全
く異なった点がある。腎の耐性が大きな問題である。重
篤な脊椎変形例は外国文献に散見するが 3週 3，000R以
上の照射で頻発している。 2才以下の症例がほとんどで
ある。
第 3は至適術後照射線量であるが，外国の永久治癒報
告側より検討してみるとウイルムス腫虜，神経芽細胞腫
ともに 4 5週に 3，000R照射程度である。宰丸癌の場"，  
合は後腹膜リンパ腺廓清をしないと 4，000"，4，500R照射
を要する。抗癌剤，手術法と密接に組合わせた方法とし
て小児放射線療法を検討して行きたい。 
36.当院における乳幼児手術症例の検討とくに新生児
手術症例を中心として
高橋勇，斉藤全彦，伊藤進(清水厚生)
数年前，未熟児センターが当院に併設されて以来，新
生児手術症例は漸増の傾向にある。いわゆる緊急度の高
いものは救急的に手術し，過去 4年 6ヵ月間の全手術症
例 1，832例中 7例 (0.38%)を数えているが，その死亡
率は 57%と高率である。これらを中心として，乳幼児
手術症例(5才以下)について若干の検討を行なった。
虫垂炎では穿孔性腹膜炎を伴うものが多い。ヘルニア
は乳幼児手術例 107例中 77例 (72%)を占め，最も普
遍的に手術が行なわれている。腸重積は 14例中， Ba空
腸法で整復不能な 6例に手術を行ない，いずれも再発を
みていない。先天性幽円狭窄は 107倒中 4例 (3.7%)で， 
Ramstedt民法を行ない，全例経過良好である。新生児
症例は，鎖匹 3，ヒJレシュスプjレング病 1，先天性腸閉
塞 3の計 7倒で，とくに腸閉塞では 2例の死亡をみてい
る。新生児の麻酔術式，術後管理などの困難性と重要性
を痛感した。最後にチューブ栄養法と経中心静脈輸液法
との併用で救命し得た十二指腸閉鎖症の l例を報告し
た。 
37.妊娠とレントゲン診断
中村武，吉川正宏，楊朝明，
志村寿彦(中村病院)
若い女性のレントゲン診断，殊に腹部の透視撮影は妊
娠可能なものに対し，死産奇形児生発などの重大な副作
用が惹起されるために， レントゲン技術者および看護婦
で妊娠可能年令の者は，殊に注意すべきであり，また月
経終了後 10日以内にレントゲン撮影は施行すべきであ
ることを文献的に確認したが，私どもは妊娠が終わり出
産したが，母体が胃癌で根治術不能のもの 4名を経験
し，いずれも 4カ月以内に死亡した。
よって妊娠 5カ月以上経過してもなおるい痩，はき気
のあり臨床症状から，胃腸疾患と考えたものは，母体を
考えて，積極的にレントゲン検査すべきであると思う。
